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財務部 財政課
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■令和６年度 普通会計決算額

歳入 約１，３８６億円

歳出 約１，３０４億円

歳入歳出差引額 約８２億円の黒字！

●普通会計とは？
決算は「普通会計」で集計しています。普通会計は、各自治体の決算を統一的に比較できるように
するため、全国共通の計算方法により集計したものです。所沢市の場合、一般会計に狭山ヶ丘区画整
理特別会計、所沢駅西口区画整理特別会計及び下水道事業会計の一部を合算して普通会計として算出
しています。
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■普通会計決算額の推移【直近５年間】
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40.1%

市税

555億円

26.3%

国・県支出金

364億円

5.7%

市債

80億円

11.8%

繰入・繰越金

163億円

16.1%

その他

224億円

令和６年度決算

歳 入

歳 入
約1,386億円
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46.6%

民生費

608億円

11.3%

総務費

147億円

11.7%

衛生費

153億円

10.9%

教育費

142億円

9.3%

土木費

121億円

5.8%

公債費

76億円

4.4%

その他

57億円

令和６年度決算

歳 出

歳 出
約1,304億円
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所沢市の財政状況はどうなのだろうか・・・
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■財政健全化判断比率■財政健全化判断比率

所沢市
（令和６年度）

早期健全化

基準

財政再生

基準

県内市平均
（令和５年度）

実質赤字比率
（赤字額）

－ 11.25% 20.0% －

連結赤字比率
（赤字額）

－ 16.25% 30.0% －

実質公債費比率
（借金返済額）

5.0% 25.0% 35.0% 4.9%

将来負担比率
（債務残高）

9.1% 350.0% 4.6%
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■経常収支比率

・経常的な収入（市税など）に対する経常的な支出の割合

・数値が大きいほど、新規事業など新たなことに使える財源が少ない

→【財政の硬直化】

所沢市は…

令和６年度 ９５．５％
令和５年度 ９５．２％

（令和５年度県内市平均 ９４．９％）



市政報告会

■経常収支比率９５．５％とは？？（所沢市の場合）

新規事業などに支出できる経費（4.5%） 約31億

円

経常的な支出

95.5%

約663億円

経常的な収入約694億円（市税、地方交付税など）
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(％)

(年度)

■経常収支比率の推移

経常収支比率（自由に使えるお金の割合）は、ほぼ横ばい



市政報告会

■市税の推移
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定額減税除く 決算値

千円 ※定額減税影響額：約15.5億円



市政報告会

所沢市の財政は
健全です！！

■まとめ
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こどもを中心としたまちづくり

子育て世帯の増加（人口増）

地域経済の活性化 税収ＵＰ

■ 「こどもを中心としたまちづくり」の好循環

～「住み続けたい」「住んでみたい」と思われる所沢であるために～
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◎子育て世帯を応援する政策
○小・中学校の学校給食費無料化・18歳までの医療費無料化

○小中学校の体育館のエアコン整備、小中学校のトイレ改修

○児童館などを利用した預かり事業（サマープレイスところざわ実施事業）

◎住環境の整備
○市街地の形成（北秋津・上安松地区、若松町地区、下安松東地区）

○産業団地の創出（三ケ島工業団地・関越自動車道所沢インターチェンジ周辺地区）

○所沢駅西口周辺整備（所沢駅ふれあい通り線・ファルマン通り交差点）

◎中核市への移行

■ 税収ＵＰを目指して
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新規事業などに使える

財源が増えると

所沢に「住み続けたい」「住んでみたい」と

更に思ってもらうための事業を展開できる
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◎収入を増やす
○税収ＵＰ

○ふるさと応援寄附の推進

◎支出を見直す
○人員配置や事業の精査

○ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）よる事務の効率化

収入・支出の両面から様々な努力をしていく必要がある

■ 「住み続けたい」「住んでみたい」と

思ってもらえる所沢であるために
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これからも、適切な財政運営に努め、

市の健全な財政を維持していきます


